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要　　旨
973K アニーリングによって Cu-Co 合金中で析出するナノスケール Co 粒子の微視的な進展に及ぼす磁場の影響を透
過型電顕（TEM）を用いて調査した。～0.9T の外部磁場が析出を加速し，したがって，初期に整合－非整合遷移が起こっ
ていることがTEM観察によって明らかにされた。しかしながら，磁場の存在は個々の粒子の形状に顕著な影響はもた
らさなかった。外部磁場が析出挙動に及ぼす影響を研究するためにアイジングスピンモデルによる 2次元モンテカルロ
シミュレーションをおこなった。これらのモンテカルロシミュレーションは合金中の固溶原子とクラスターとの間の化
学的及びマグネティックな相互作用を考慮に入れたものであり，実験で観察された磁場下での析出挙動の定性的な特徴
を再現することに成功した。

（本研究はMaterials Letters, Volume 98, Pages 201‒204, Elsavier（2013）に報告。門野は高周波誘導加熱真空溶解炉によるCu-Co 合金作製
を担当。）


